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平成２９年度第１回石巻地域産業人材育成プラットフォーム会議 

議事録 

 

日 時：平成２９年１０月６日（金）    

午後２時～３時３０分      

場 所：宮城県石巻合同庁舎 ５階大会議室 

 

○ 開会挨拶（宮城県東部地方振興事務所 加藤所長） 

・ 地域の産業振興・震災復興への多大なる御協力に感謝申し上げる。皆様のお力添えもあり，道

路・港湾・漁港等の産業基盤の復旧・復興の取組が目に見えて進んできた。 

・ しかし，産業現場からは震災復興が進むにつれて「求人票への反応が鈍くなった」「せっかく工

場が復興したのに働く人が集まらない」などの声が聞かれる。このため当会議では昨年度，単な

る人材育成に留まることなく，地元で育てた人材を地元で雇用し定着させる取組を強化するこ

ととしたところ。 

・ 本日は各機関からそれぞれの取組を紹介いただき，地域の雇用情勢とともに共有し，今後の取

組充実に向け意見交換を行いたい。本日の会議への皆様の積極的な参加により，次代を担う一

人でも多くの人材の地元雇用・定着が進み，地域産業の速やかな再生と将来に渡る振興につな

がるよう祈る。 

 

報  告 

 

（１）石巻地域の雇用情勢について（石巻公共職業安定所） 

・ 石巻地域の有効求人倍率は平成２４年８月以降，１倍超を維持し，高水準が続いている。直近の

平成２９年８月の有効求人倍率は１．７８倍。県内ハローワークで２位。（１位：大和，３位：

気仙沼） 

・ 近年の有効求人倍率の推移について。例年，秋口から冬にかけて，次年度を見越した求人が寄せ

られるため，有効求人倍率は上昇する傾向がある。直近のピークは平成２８年１２月の２．２４

倍。 

・ 業種別の求人・求職バランスについて。建設を含む「専門・技術」，医療福祉を含む「サービス」，

水産加工を含む「生産工程」において人材不足が顕著。逆に，事務職は求職が求人の２倍以上。 

・ こうした人手不足の状況に対し，ハローワークでは，求職者への個別案内や，作業風景写真を求

人情報に掲載して作業内容を分かりやすくする工夫を行ったり，職場見学会や面接会等の取組

を実施。 

・ また，在職者の離職防止も重要と考え，労働局等と連携して働き方改革の機運推進のＰＲも。 

 

（２）「石巻地域産業人材育成プラットフォーム」の平成２９年度の取組実績と今後の取組予定につい

て（事務局：宮城県東部地方振興事務所） 

「石巻地域産業人材育成プラットフォーム」の取組の４本の柱立てに沿って報告。 

 

① 人材育成・雇用・定着に関する情報共有と取組の充実 

・ 会議を通じ，各機関の取組を共有し，取組充実を図るもの。本日が今年度第１回目の部会， 

１０月６日に今年度第１回目の親会議を開催。 

・ 今後の予定：来年１月に第２回目の部会，来年２～３月に第２回目の親会議を開催予定。 

② 地域一体となった職業体験等，産業人材育成の取組の推進 

イ 協力企業・団体等と学校のマッチング推進 

・ 地元企業・団体等における職場体験学習の受入体制等を掲載した冊子「産業人材育成・
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定着協働者ガイド」（事務局作成）により，職場体験学習を希望する高校・大学と受入企

業等の円滑なマッチングを支援する取組。同ガイドの掲載事業所を１０８事業所（平成

２９年３月末現在）から１２３事業所（同９月末現在）まで拡充。また，６月～９月に

かけて，延べ４校に同ガイド掲載事業所等から社会人講師を派遣。 

・ 今後の予定：同ガイド掲載事業所を更に拡充（１４０事業所目標）し，事業所と学校の

マッチングを今後も推進。 

ロ インターンシップ活動の充実 

・ 「石巻地域版インターンシップに関するガイドライン」に基づくインターンシップ活動

を促進。（事業所・学校が事前にインターンシップについて計画を立て，体験内容等を協

議して実施，事後に成果報告会を実施し活動の充実を図るもの。） 

・ また，同ガイドラインに基づきインターンシップを実施した高校の実例や，宮城県東部

地方振興事務所で高校生と大学生のインターンシップを受け入れた実例を紹介。 

・ 今後の予定：紹介事例以外の高校等への石巻地域版インターンシップ活動の実施呼びか

けや，「ガイド」掲載事業所で受入を実施していない事業所への今後の受入を呼びかけ。 

③ 企業と生徒・学生が接する場の提供等，地元就職の促進 

イ 宮城労働局・石巻公共職業安定所・宮城県主催の合同企業説明会等の開催 

・ 地域の生徒・学生が，地元の企業を知る機会を設け，地元企業就職に向けた理解醸成を

図るため，「高校生のための合同企業説明会」（７月１１日）や，「新規高等学校卒業予定

者就職面接会」（１０月１８日）に開催協力。 

ロ 「人材確保・育成・定着セミナー」開催 

・ 昨年度に引き続き，地元事業所を対象に，人材の採用・育成・定着の有効な手法を学ぶ

セミナーを開催。来年２月予定。 

ハ 小中学生の産業学習旅行「しごと発見ツアー」 

・ 地元の児童・生徒が，地元の産業現場を訪問し理解を深めることで，地域の将来を担う

人材の育成につなげるため，東松島市（８月８日），女川町（８月１０日）で小中学生の

「しごと発見ツアー」を開催。地元企業・施設の見学，作業体験等。 

・ 今後の予定：石巻市でも小中学生の「しごと発見ツアー」開催予定（１１月）。石巻専修

大学，商工会議所・商工会，各市町の協力を得ながら，地域の児童・生徒が地域の産業

を学ぶための「産業学習マップ」及び「産業学習ハンドブック」を作成予定。（平成３０

年２月完成目途） 

④ 就職後の地元定着応援 

イ 高校生対象「声出し・話し方」セミナー開催 

・ 初歩的なあいさつを含めたコミュニケーション能力の向上により，就職後の職場定着を

促進するもの。７月に１校で開催。 

・ 今後の予定：年度内にもう１校で開催予定。 

ロ 「新入社員・職員研修会」開催 

・ 地域の事業所の従業員の地元定着を支援するため，商工会議所・商工会と共催し，研修

の自主開催が困難な事業所等を対象に新入社員・職員研修会を開催。（６月２７日開催。

３０事業所・４８人参加） 

・ 今後の予定：来年度も継続開催の予定。 

 

（座長：宮城県東部地方振興事務所 加藤所長） 

・ 高校への社会人講師派遣については，商工会議所・商工会の会員事業所に御協力いただき感謝

申し上げる。 

・ 小中学生対象の「しごと発見ツアー」でも，商工会議所・商工会に御協力いただいた。また，今

後予定している「産業学習マップ」及び「産業学習ハンドブック」の作成は，石巻専修大学との

共同事業。当事務所職員と石巻専修大学の学生が共同で作成することとしているが，専修大学
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の学生にも当事業を通じて地元の産業を知ってもらい，できれば地元に就職していただきたい。

皆様の御協力をよろしくお願いしたい。 

 

（３）各機関の平成２９年度の取組実績と今後の取組予定について 

① 石巻公共職業安定所 

・ 平成２８年度の高校生就職状況について。求職者４８６人。うち管内希望者は約６割の２

９６人。最終的な就職内定率は９９．８％で，近年でも高い数値。求人数は８８８人。産業

別の受理状況は，多い順に製造業２７４人（うち食料品製造業１３９人），建設業１８０人，

医療・福祉１５９人，卸売・小売９８人。 

・ 平成２９年度の高校生就職状況（平成２９年８月末現在）について。内定率公表開始は９

月からだが，求職者数は昨年より若干増の５０５人。うち管内希望は６割強。高校卒業生

は１，６００人以上となるが，６割以上が進学希望。ハローワークを通じての就職希望は

３割程度。求人状況は，受付が早まったこともあり出だし好調。産業別求人受理状況は昨

年度と同様の傾向。 

・ 今年度の高卒者支援実績及び計画について。５月１８日に新規高卒者対象求人申込説明会

を二十数年ぶりに開催，１０３社参加。７月１１日には合同企業説明会・企業と高等学校

教諭の就職懇談会開催。昨年度より参加枠を１２社増やし，６７社参加，高校生は昨年度

から倍増の４０７人参加。アンケート結果も概ね好評，来年度も同様に開催したい。 

・ 今後は１０月１８日に新規高卒者合同就職面接会を開催予定。昨年度より１社多い５２社

参加予定。内定が出ている時期のため高校生参加人数は読めないが，昨年度は４０人参加。

内定を得ていない生徒には是非参加して欲しい。 

・ １月以降はと未内定の高校生への支援。一般求人にも応募できるため，一刻も早い内定獲

得に向け支援していく。 

② 石巻専修大学 

・ 平成２９年度の進路状況（平成２９年９月末現在）について。平成３０年３月の卒業予定

者２９５人に対し，進学希望者６人，就職希望者２４６人（うち民間希望者２２０人，教

員１５人，公務員１１人）。このうち内々定確保者は１７６人（７１．５％）。民間希望者に

対する内々定率は７９．５％。昨年度同時期は６６．０％だったので，１３ポイント以上

上昇。実際に数字が増えていること，企業の動きが早まっていることが要因。 

・ 県内への就職状況は，最近は４６～４７％と高い数値。今年３月卒業生の特徴として，文

系では県内就職率が高いが理系では低い。人間学部の第一期生が卒業したことも影響した

可能性。 

・ 平成３０年３月卒業予定者の内々定状況では県外への就職が例年よりも多い。学生の目が

県外に向いているのか，県外の大企業が手を伸ばしてきているのか。 

・ 学生への就職支援の取組について。２年次ではキャリアデザイン等の授業。３年次では就

職活動に向けた各種ガイダンス。これを受講した学生は就職が決まるのが早い。学内での

取組のほか，家庭にも就職への意識づけを依頼。 

・ 今年度新規開講講座「いしのまき学」について。全学部全学科１年生共通の必履修科目。

地域の内外から目標を持って集まった学資絵に，石巻地域の課題や魅力を実感してもらう

ことを目的に開始。 

・ 企業代表者等，石巻地域で実際に活躍されている方のお話を伺ったり，実際に街を歩いた

りして，地域の文化や魅力を学ぶ。川開き祭りへの参加も推奨。祭りの開かれる２日間は

「地域貢献日」として休講し，各行事に参加（出席をとる場合も）。最後はゴミ拾いを行い，

しっかり後片付けまで行う。 

③ 石巻管内高等学校卒業者就職対策連絡会議 

・ インターンシップ・職場体験等において，管内高等学校が商工会議所・商工会に御協力い

ただいていることに感謝申し上げる。 

・ 石巻地域の高校生の就職・進学の状況について。例年，卒業生の３０％前後，５００名程
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度が就職。高校によって差があるが，普通科の生徒数が圧倒的に多いこともあり地域全体

ではこの数字。石巻地域への就職者については，震災前（平成２２年３月卒）は卒業生に

占める割合が１６．４％であったのに対し，震災後は２０％前後で推移。地元志向が強ま

っている傾向。例えば，石巻市立桜坂高校では就職者の約９割が地元希望。 

・ 石巻地域への就職者数を就職先の業種別に見ると，震災後は製造業の割合が減少傾向にあ

り，非製造業が増加傾向。製造業の中でも水産加工品製造業は震災後若干の減少傾向，木

材・製紙製造業は増加傾向。非製造業では建設業が大幅に増加。 

・ 石巻地域の高等学校におけるキャリア教育・職業教育の取組について。普通高校では，進

学を第一にしながらも，その先の就職に向け，ＯＢ講話等により職業観を醸成。 

・ 専門高校においては，多くの高校で１年次に働くことの意義を学び，２年次からは専門性

を活かして職業観・就業意識を醸成。３年次には就職に向け，面接対策やマナー講習等を

実施。例えば，宮城県水産高校では石巻魚市場 須能社長の協力を得て面接指導等。 

・ 今年度の内定状況について。いくつかの高校から今年は就職内定が早いと聞いている。例

えば，石巻工業高校は９割近く，宮城県水産高校は５～６割，石巻市立桜坂高校では３５％

程度が内定獲得済み。今後も合同企業説明会・面接会等への積極的な参加を促すなど就職

希望者を支援していきたい。 

・ 宮城県水産高校における就職状況の変化の例。２００海里以降，地元水産業や国内漁船へ

の就職状況は低調であったが，近年は地元水産加工業や乗船希望者も増え，漁船・商船か

ら求人票が届くようになったこともあり（以前は電話連絡のみだった），スムーズな就職に

つながっている。 

・ 当プラットフォームの取組を通して，高校のキャリア教育の現場に地元企業・団体の皆様

が数多く参画していただけることを期待したい。 

④ 宮城県東部教育事務所 

・ 小中学校の取組について。今年度，石巻市立山下中学校を中心として，石巻市立貞山小学

校，石巻工業高校・石巻市立桜坂高校と連携推進の授業に取り組んでいる。そういった中

で，小中学校で具体的にどのような形で将来の職業観育成につながる取組をしているか。 

・ 本県の小中学校では，「（人と）かかわる」「（よりよい生き方を）求める」「（社会での役割

を）はたす」を主眼に，学校だけでなく，家庭・地域社会が連携して取り組んでいる。 

・ 小学校段階の取組で進めているのは，異校種間連携。より年上の生徒から様々な教えを受

けて学習する。 

・ 中学校段階の取組。小学生より一歩進んで，将来を見据えた「進路指導」の取組として，上

級学校訪問。様々な分野の高校・専門学校・大学を訪問する。また，多くの中学校におい

て，職場体験を１～３日程度実施。地元事業所を訪問し取り組んでいる。 

・ 各市町の特徴的な取組。石巻市では，「協働教育推進事業」として，市内９小中学校が指定

を受け，地域と協働して学習。東松島市では，各市民センターを核とした学校教育支援や，

「ふるさと教室」として農業・漁業体験など。女川町では，「潮（うしお）活動」を２０年

以上継続。地元の産業現場訪問等により講話・作業体験を実施し，文化祭で成果発表。 

・ 課題として，受入先との調整や，新規行事を行う際の位置づけ，児童・生徒・青年層の意識

付け・支援の在り方など。 

・ 「みやぎ教育応援団」について。小中学校の教育支援に協力いただける事業所に登録して

いただいている。今後も声がけしていくのでよろしくお願いしたい。 

⑤ 石巻信用金庫 

・ 金融機関の立場から，人材の雇用・定着の前提となる産業振興のための人材育成・経営者

教育・ネットワーク構築や，石巻専修大学への研究費贈呈・経営課題研究依頼，小学生の

金融教育等の取組を実施。 

・ 企業家の支援・育成事業「いしのまきイノベーション企業家塾」。平成２６年度開講，今年

で４年目。昨年度までに７０名の卒塾生を輩出。今年度からは新たに東松島市・女川町も

共催となり，塾生は過去最多の２９名。通算の受講生は１０１名となった。６月から１１
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月まで計１３回開催。３月を目処に４年間の卒塾生を一堂に集める卒塾生交流会を企画中。

塾生や卒塾生の実支援も強化し，来期も継続開催の予定。 

・ 取引先の若手経営者の育成と交流を図る「石巻しんきん経営塾」。平成１９年創設。現在の

塾生は５１名。講演会，勉強会，企業視察等，意欲的に活動。 

・ 石巻専修大学との連携事業「ＩＳプロジェクト」。平成７年から若手研究者支援としてＩＳ

奨学金を贈呈。大学と連携して企業の悩み相談に応じる「産学金連携窓口」の設置等の取

組を実施。 

・ 主に小学生対象の金融教育・社会見学を実施する「しんきんマネースクール」。７月に赤井

市民センターで実施，１２月には中里小学校で実施予定。来年度は，現在蛇田地区に建築

中の総合相談センターを活用した事業を企画。内容を少し変更し，マネーの勉強のほか，

自分たちの郷土を知り，郷土に愛着を持つような企画としたい。 

⑥ 宮城県立石巻高等技術専門校 

・ 施設内及び施設外で訓練を実施。施設内では主にものづくり系の職人を育成。自動車整備

科・金属加工科・木工科は高校新卒者対象。自動車整備科については定員を満たしている

が，金属加工科・木工科は入校率５０％前後と低下している。就職率は１００％。 

・ 溶接科・配管科については，離転職者対象。応募者が少なく，就職も年齢が高くなるにつ

れスムーズにいかなくなる傾向。 

・ 人手不足の事業所が多い当地域において，基本技能を習得している本校修了生は有用。そ

のためにも入校率の低い訓練科の学生募集に努めていきたい。 

・ 施設外では民間教育訓練機関に委託し，パソコン・簿記・医療事務・介護等１３コースを

計画。震災直後は入校率が高かったが，最近は応募者が少なく中止になるコースも。入校

生の８割方は女性。２０～５０歳代。就職率は７０～８０％。パート・アルバイトが多い。 

・ 平成２２年卒～平成２５年卒の３年定着率は６０．３％。更に向上するよう校内指導に努

めたい。 

・ 石巻北高飯野川校の体験学習の支援も実施。また，子どもたちへの技能の振興策として東

北大学で行われる「サイエンス・デイ」に例年出展，主に小学生に技能に興味を持っても

らう取組。様々な機会を捉えて本校のＰＲと若い人材への技能の振興に努めていきたい。 

 

意見交換 

 

（石巻商工会議所 須能副会頭） 

・ 小中学校の成績で進学先の高校が決まってしまっている現状がある。その結果，学力によって

職業選択を狭められることにならないよう，小中学校の時から「世の中にはこういう職業があ

る」ということを知らしめる取組が重要だと訴えてきた。 

・ 高校ではインターンシップを実施しているが，本人の希望に沿った事業所に行かせることが効

果的。小中学校の成績が悪いから今の高校に入ったという諦めの気持ちを持っている生徒もい

るが，「こういうことがしたい」という夢を与えるために，小中学校の頃からいろいろなところ

を見学に行かせて欲しい。 

・ 取組を行うとき，現場の教師は「できない理由」や課題に目が行きがちだが，震災後の思いを考

えれば何でもできるのではないか。石巻地域の子どもを地元に定着させるという覚悟を持って，

子どもたちのためを思って取組を進めるのであれば，我々産業界も協力する。 

・ 地域を疲弊させないために，教育が大切だと認識した上で，こういった場でお互いの役割分担

を確認しながら取り組んでいくことが重要。それぞれの立場だけで困難だと言わず，関係者の

知恵を借りながら方法を探していただきたい。 

 

（石巻商工会議所 浅野会頭） 

・ 少子高齢化が進み，震災で更に人口が減っている。とにかく石巻地域の子どもたちに地元に就

職してもらい，地域を盛り上げていかなければならない。本日の議論を聞いていて，小中学校の
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段階から地域の産業の意識付けを行う必要性を改めて感じたが，総論は言えるが具体的な取組

となると限られているのが現状。 

・ その点，みやぎ教育応援団という制度があることを本日初めて知った。こういったものを会員

にＰＲして，産学官共同で応援していく姿勢を早急にとりたい。関係者には様々に努力してい

ただいているので，我々産業界もボールを投げ返さなければならない。 

 

（東松島市商工会 橋本会長） 

・ 小中学校の取組は是非進めていただきたいが，もっと言えば幼稚園からの取組があっても良い

のではないか。ディスカバリーセンターを訪問する幼稚園児は目の色が違う。もう少し野性的

な考えで物事を進めていただけるとありがたい。 

・ 東松島市は，意外と企業が少ない。商工会で，創業・起業意識を高める様々なセミナーを開催し

ているが，市の方でも実際に創業した事業者への支援を進めて欲しい。 

 

（女川町商工会 高橋会長） 

・ 一番良いのは，小中学校の段階で，地域の事業所・店舗に行って勉強・経験すること。地元の産

業を実践で見てみると，将来，ふるさとにＵターンするとき等に役立つのではないか。 

・ 小学生は４～５年生の社会科見学で，中学生は受験で忙しくなる前に，地域に根ざした事業所

を実際に見てみることが，将来地域に定着するのに効果的である。 

 

（石巻専修大学 尾池学長） 

・ これまで議論されたようなことを，本学で開始した「いしのまき学」において，地域の産業界の

皆様に実践していただいているように感じる。ただ，小さい頃からの刷り込みが大事なので，な

るべく早く体験してもらうことが重要。 

・ 本学でも，学科によっては１年生の時から事業所・工場等の現場を見せていただき，自分で課題

を見つけさせている。それが，学生の目的や夢を方向づける。 

 

（石巻商工会議所 浅野会頭） 

・ 地元にどういう企業があるか知らないだけで，立派な会社はたくさんある。また，都会より低い

給与水準でも石巻の方が良い暮らしができる場合もあると思う。そういったことを小さい頃か

らＰＲする必要がある。 

・ そのために，我々産業界が職場を開放することも必要。児童生徒の目を直に地元企業に向けさ

せる方法を徹底的にやる必要がある。 

 

（座長） 

・ 小中学校も高校も様々な取組を行っている。また，当事務所も，「しごと発見ツアー」の実施の

ほか，「産業学習マップ」の作成，つまり小中学生等が体験学習に行ける事業所をマップに掲載

し，地元の小中学生や仙台・東京の子どもにも来てもらって，こちらを向いてもらうということ

を考えている。いろいろな取組があって良いのだと改めて感じた次第。 

・ どこかの機関がまとめて取り組むのではなく，いろいろな機関でいろいろな取組をしていくこ

とが重要。市町も含め，地域一体で取組を進めていきたい。そのための会議の場。次回は来年度

の取組を議論。取組を更に厚くしていきたい。 

 

○ 閉会挨拶（石巻商工会議所 浅野会頭） 

・ 本日はいろいろな立場の機関が集まってプラットフォーム会議を開催。お互いの取組を知り，

それぞれが自分の出来ることをする。一足飛びにはいかないが，ステップバイステップで進め

ていきたい。 

・ 是非この会議を充実させて，石巻地域の子どもたちのため，地域一体で，我々企業も頑張ってい

かなければならない。本日はありがとうございました。 


